
①アフロベナトル
　�今回の表紙も飾っている

アフロベナトルは、アフリ

カのハンターという意味を持
つ恐竜です。甑島で見

つかっている獣
じゅう
脚
きゃく
類
るい
恐竜の歯と同じような歯を持

つ

ことから比較標本として展示
されています。

②マラウィサウルス
　�マラウィサウルスは、白

亜紀に繁栄したティタノサ

ウルスの仲間で、竜
りゅう
脚
きゃく
類
るい
恐竜としては小型な分類

で体長が10mほどです。こ
れらは、甑島で見つかっ

ている竜脚類恐竜の歯と同
じくらいの大きさの歯を

持つことから比較標本として
展示されています。

③パラサウロロフス
　�上甑島で発見された化石

は、ハドロサウルス類の

仲間とみられていて、ハドロ
サウルス類の代表とし

て、大きさの比較のため、
パラサウロロフスの標本

を展示しています。

甑島の恐竜　　　 マメ知識

　

２
０
０
８
年
に
、
甑
島
で
は
じ
め

て
獣
脚
類
恐
竜
の
歯
や
肋ろ
っ

骨こ
つ

な
ど
、

恐
竜
化
石
が
見
つ
か
っ
て
以
降
、
ケ

ラ
ト
プ
ス
類
の
歯
や
竜
脚
類
恐
竜
の

歯
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
そ
の
こ
ろ
熊
本
大
学
の
学

生
で
、
研
究
チ
ー
ム
と
し
て
甑
島
に

来
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、甑
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
恐
竜
化
石
等
準
備
室
が
開
館

し
た
２
０
１
５
年
か
ら
は
、
こ
ち
ら

で
専
門
職
員
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。
地
質
や
化
石
の
研
究
を
し
な
が

ら
、
展
示
の
作
製
や
化
石
に
関
す
る

講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
月

第
三
土
曜
日
に
は
、
化
石
の
ス
ト

ラ
ッ
プ
作
り
や
恐
竜
の
す
す
払
い
な

ど
、
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実

施
中
で
す
。

　

恐
竜
を
は
じ
め
と
し
た
化
石
に
た

く
さ
ん
の
方
が
興
味
を
持
っ
て
、
甑

島
に
遊
び
に
来
て
も
ら
え
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。

　

甑
島
に
は
恐
竜
た
ち
が
巣
く

う「
甑
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
恐
竜
化

石
等
準
備
室
」と
い
う
異
空
間

が
あ
る
と
い
う
情
報
が
入
っ
て

き
ま
し
た
。

　

恐
竜
と
い
え
ば
、
太
古
の
時

代
、
地
球
を
支
配
し
て
い
た
、

子
ど
も
た
ち
が
大
好
き
な
地
上

最
強
・
最
大
の
生
物
。

　

一
体
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
か
、

こ
れ
は
絶
対
に
自
分
の
目
で
確

か
め
て
み
な
い
と
。

　

情
報
収
集
を
開
始
す
る
と
、

ど
う
や
ら
そ
の
施
設
は
、
下
甑

島
の
鹿
島
町
に
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

早
速
、
船
の
時
間
を
調
べ
て
、

翌
日
に
は
、
川
内
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
か
ら
高
速
船
甑
島
に
乗
り
、

下
甑
島
の
長
浜
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

へ
。
そ
こ
か
ら
路
線
バ
ス
に
乗

り
、
鹿
島
町
へ
。
そ
の
準
備
室

は
鹿
島
支
所
内
に
あ
り
ま
し
た
。

　

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
し
な
が

ら
中
に
入
る
と
、
入
り
口
か
ら

今
に
も
動
き
出
し
そ
う
な
大
迫

力
の
恐
竜
の
レ
プ
リ
カ
た
ち
が

出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
準
備
室
」と
言
っ
て
も
、
そ

こ
は
も
う
２
階
に
ま
で
わ
た
る
、

ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

か
の
よ
う
な
広
大
な
空
間
で
す
。

　

館
内
に
は
、
レ
プ
リ
カ
だ
け

で
な
く
、
実
際
の
恐
竜
の
化
石

や
解
説
パ
ネ
ル
な
ど
が
展
示
さ

れ
て
い
て
、
歩
い
て
見
て
回
る

だ
け
で
も
恐
竜
の
歴
史
に
触
れ
、

太
古
の
地
球
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

館
内
を
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る

と
、
偶
然
、
笑
顔
が
す
て
き
過

ぎ
る
研
究
者
の
二
人
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
人
は
、
市
役
所
の
甑
は
ひ

と
つ
推
進
課
鹿
島
駐
在
の
専
門

職
員
で
、
三み

宅や
け

優ゆ

佳か

さ
ん
と
山や

ま

下し
た

大だ
い

輔す
け

さ
ん
。
こ
こ
で
、
甑
島

の
化
石
や
地
質
な
ど
の
研
究
を

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

研
究
の
合
間
を
縫
っ
て
、
少

し
の
時
間
だ
け
館
内
を
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
人
の
、
と
て
も
楽
し
そ
う

に
、
そ
し
て
熱
く
恐
竜
と
こ
の

準
備
室
に
つ
い
て
話
し
て
く
だ

さ
る
姿
に
恐
竜
や
地
層
が
本
当

に
好
き
な
ん
だ
な
あ
と
感
じ
ま

し
た
。

　

二
階
に
は
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト

の
化
石
の
展
示
や
化
石
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
室
ま
で
備
え
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
７
月
14
日（
日
）

か
ら
は
、
企
画
展
が
ス
タ
ー
ト

し
、
期
間
中
に
は
、
化
石
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
体
験
や
発
掘
体
験

会
な
ど
も
実
施
さ
れ
る
そ
う
で

す
。（
詳
細
は
、
広
報
薩
摩
川
内

６
月
号
お
知
ら
せ
版
２
ペ
ー
ジ

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
チ
ラ
シ

な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

　

さ
ら
に
、
現
在
建
設
中
の
藺

牟
田
瀬
戸
架
橋
が
完
成
す
れ
ば
、

甑
島
は
全
て
が
陸
路
で
結
ば

れ
、
準
備
室
の
あ
る
鹿
島
町
は
、

ち
ょ
う
ど
甑
島
の
真
ん
中
ほ
ど

に
位
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

甑
島
に
お
け
る
文
化
や
観
光

の
拠
点
施
設
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に「
恐
竜
化
石
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
甑
島
全
体
と
甑

島
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
、
ま
す
ま
す

盛
り
上
が
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ

し
い
」と
二
人
が
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
甑
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
恐
竜
化
石
等
準
備
室
に

足
を
運
ん
で
、
現
代
に
迷
い
こ

ん
だ
恐
竜
た
ち
に
触
れ
、
太
古

の
地
球
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ

て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

～甑島の恐
竜たちを

目撃せよ！編
～

第3回

　

皆
さ
ん
が
知
り
た
い
こ

と
や
紹
介
し
た
い
こ
と
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
情

報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

キ
ジ
カ
ケ
ル
が
取
材
に
伺

い
ま
す
。

【
問
合
先
】＝

本
庁
広
報
室
広
聴
広
報
グ

ル
ー
プ

（
23
）５
１
１
１

（
内
線
６
３
２
）

キジカケル  突撃レポート！キジカケル  突撃レポート！

キャラクター
デザイン：
蟹江はるか
(地域おこし協力隊員 )

キジ カケル

突撃レポート！

甑ミュー ジアム恐竜化石等準備室
い
ざ
！

キ
ジ
カ
ケ
ル
！

▲�甑島に行くためのバ
イブル。川内駅の観光
物産協会や市役所で
も手に入ります。

▲�角
つの
竜
りゅう
類
るい
恐竜のプロトケラトプ

ス。甑島で見つかったケラトプ
ス類の歯は、日本で初めての発
見です。

▲�上甑島で発見されたハドロサウ
ルス類の大腿骨の化石。長さ
70cmで幅 28.5cm。企画展で
も展示されます。

　

私
は
、
昨
年
度
に
専
門
職
員
と
し

て
着
任
し
ま
し
た
。

　

３
年
前
に
上
甑
島
で
発
見
さ
れ
、

昨
年
発
表
さ
れ
た
の
が
、
ハ
ド
ロ
サ

ウ
ル
ス
類
の
大だ
い

腿た
い

骨
の
化
石
で
、
そ

の
大
き
さ
か
ら
恐
竜
の
全
長
は
10
ｍ

以
上
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
見
つ
か
っ
た
恐
竜
化
石
の
中
で

は
、
最
も
新
し
く
、
６
６
０
０
万
年

前
の
恐
竜
絶
滅
の
直
前
期
の
も
の
と

み
ら
れ
て
い
て
、
絶
滅
直
前
の
恐
竜

の
生
態
を
解
明
す
る
貴
重
な
手
掛
か

り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

鹿
島
町
だ
け
で
は
な
く
、
上
甑
島

で
も
見
つ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
甑
島
が｢

恐
竜

の
島｣

と
し
て
の
知
名
度
を
上
げ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ポ
ー
ズ
の
意
味
で
す
か
？
普

段
か
ら
だ
い
た
い
こ
の
ポ
ー
ズ
で
生

活
し
て
い
ま
す（
笑
）

地球の歴史、大昔の
甑島を体感しに来て
ください！
甑はひとつ推進課鹿島駐在
専門職員　三宅�優佳

この夏はぜひ、海の
幸と絶景と恐竜が楽
しめる甑島へ！
甑はひとつ推進課鹿島駐在
専門職員　山下�大輔

②マラウィサウルス

①アフロベナトル

③パラサウ
　ロロフス
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行
こ
う
よ
図
書
館
へ

行
こ
う
よ
図
書
館
へ

行こうよ図書館へ

夏
休
み
イ
ベ
ン
ト

① 

わ
く
わ
く
薩
摩
川
内
土
曜
塾｢

わ
く
わ
く

図
書
館｣

【
時
・
内
容
】＝

▼
７
月
27
日（
土
）10
時
～
11
時

　

｢

氷
河
ね
ず
み
の
毛
皮｣｢

人
魚
姫｣　
他

▼
8
月
24
日（
土
）10
時
～
11
時

　

｢

の
っ
ぺ
ら
ぼ
う｣｢

三
年
寝
太
郎｣　
他

②
16
ミ
リ
映
画
を
楽
し
む
つ
ど
い【
夏
】

【
時
】＝
８
月
２
日（
金
）14
時
～
15
時
30
分

【
内
容
】＝｢

し
た
き
り
す
ず
め｣｢

七
夕
物
語｣

　
他

③
夏
休
み
映
画
会

【
時
】＝
８
月
３
・
10
・
17
・
31
日
の
各
土
曜

日　
10
時
～
11
時

【
内
容
】＝「
鶴
の
恩
返
し
」「
浦
島
太
郎
」���

他

④
夜
の
お
は
な
し
会

【
時
】＝
８
月
９
日（
金
）　
19
時
～
20
時

【
内
容
】＝
怖
い
話
な
ど

＊
①
～
③
は
ア
ニ
メ
上
映

【
所
】＝
中
央
図
書
館

【
定
員
】＝
各
日
先
着
30
人（
申
込
不
要
）

｢

文
字
の
な
い
絵
本｣

つ
く
り
講
座

【
時
】＝
７
月
28
日
、
８
月
11
日
各
日
曜
日

10
時
～
12
時

【
所
】＝
中
央
図
書
館

【
内
容
】＝
折
り
紙
や
シ
ー
ル
、
色
鉛
筆
な
ど

を
使
っ
た
絵
本
の
制
作

【
対
象
】＝
中
学
生
以
下（
保
護
者
同
伴
可
）

【
定
員
】＝
各
日
先
着
15
人

＊
両
日
の
受
講
も
で
き
ま
す
。

【
申
込
開
始
】＝
７
月
18
日（
木
）か
ら

｢

文
化
薩
摩
川
内｣

第
15
号
の
作
品

募
集

【
募
集
作
品
】＝

▼
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
さ
つ
ま
狂
句

　
＊
い
ず
れ
も
５
作
品
ず
つ

▼
詩
＝
一
篇
37
行
以
内

▼
随
筆
＝
所
定
の
原
稿
用
紙
６
枚
以
内

▼
文
芸
評
論
、
小
論
、
創
作
、
小
説

　
＊
い
ず
れ
も
所
定
の
原
稿
用
紙
20
枚
以
内

【
応
募
資
格
】＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方
、
本
市
出
身
者

＊�

所
定
の
原
稿
用
紙（
23
字
×
20
行
）に
縦
書

き
・
楷
書
で
記
入
し
、
原
稿
の
末
尾
に
、

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。（
パ
ソ
コ
ン
原
稿
可
）�

＊�

原
稿
用
紙
お
よ
び
募
集
要
項
は
、
中
央
図

書
館
と
各
分
館
、
各
地
域
公
民
館
に
あ
り

ま
す
。（
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

＊�

作
品
の
掲
載
や
訂
正
な
ど
は
編
集
委
員
会

に
一
任
さ
れ
、
作
品
の
著
作
権
は
市
に
譲

渡
さ
れ
ま
す
。

＊
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

【
応
募
締
切
】＝
９
月
20
日（
金
）必
着

【
応
募
方
法
】＝
直
接
ま
た
は
送
付

【
応
募
先
】＝
〒
８
９
５
‐
０
０
７
６　

大

小
路
町
14
‐
５　
中
央
図
書
館

　青い髪に生まれ、「バケモ
ノ」と呼ばれる少年、キラ。森
で出会った老師に導かれ、ど
んな願いも叶うという「七つ
のストーン」を集める冒険に
出ます。臆病な少年が冒険を
通して成長していくファンタ
ジーな物語。ワクワクして、
勇気が出て、涙がこぼれる、
自分を変えたい人に読んでほ
しい本です。

　小さな島の火山から
「ぼっかーん！」と生まれた
大きな赤ちゃん。大岩を
投げ付け、臭いおならをし
て、やりたいほうだい大暴
れ。でも、温泉、湧き水、
きれいな景色など、次々と
良いものを生み出して、ど
んどん大きくなっていきま
す。熊本地震がきっかけ
で誕生した絵本です。

　平和に暮らしていた
動物たちの村に、突
然の出来事が！たいへ
ん、どうしたらいいの？
動物たちは｢あいであ」
を出し合います。シン
プルなイラストでみん
なで考えること、想像
することの楽しさを伝
えてくれる絵本です。

　子連れで地元に
戻ってきた幼なじみと、
「結婚」をしないまま、
新しい「家族」のかた
ちを探っていく表題作
「豆大福と珈琲」のほ
か、確かな文体とス
タイリッシュな世界観
から、「珈琲」をめぐる
５つの物語が描かれ
ています。

【
問
合
先
】＝
中
央
図
書
館　

（
22
）３
５
４
２

一 般 書

一 般 書

絵 本 絵 本

お
す
す
め

《
里
分
館
》
今
月
の

本

豆大福と珈琲

臆病な僕でも勇者になれた七つの教え

あかんぼっかん あいであ
著／片

かたおかよし
岡義男

お
（朝日新聞出版）

著／旺
おう
季
き
志
し
ずか（サンマーク出版）

作／ザ・キャビンカンパニー（偕成社） 著／こうの　あおい（KTC中央出版）

一 般 書
利用者おすすめの本

きみの友だち
著／重

しげまつ
松　清

きよし
（新潮社）

　主人公の恵美ちゃんがある事件を
きっかけにクラスの誰とも付き合わ
なくなり、孤立してしまいます。私
も思春期の頃は、心が不安定で、友
達とぶつかることも多かったので、
すごく共感できました。学校の人気
者や優等生なども登場し、それぞれ
の友達付き合いの複雑さが書かれて
いて、どんどん読めて、涙してしま
う本です。私もこの本で、人と人と

のつながりなど、たくさんのことを学びました。

　　　

　　　（

　

今
回
の
担
当
は
、
下
甑
町
西

山
地
区
を
中
心
に
下
甑
島
地
域

の
活
性
化
を
担
当
す
る
野
口
貴

博
さ
ん
で
す
。

■
協
力
隊
と
し
て

　

西
山
地
区
で
は
、
以
前
か
ら

行
っ
て
い
る
外
ヨ
ガ
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
な
が
ら
、
最

近
で
は
、
手
打
地
区
の
元
協
力

隊
員
の
松ま

つ

田だ

裕ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
と
協
力

し
て
、
４
月
15
日
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た「
て
う
ち

ん
浜
や
」の
運
営
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

料
理
は
、
学
生
時
代
の
ア
ル

バ
イ
ト
で
経
験
し
て
い
た
の
で
、

味
に
は
自
信
が
あ
り
、
西
山
地

区
で
も「
男
の
料
理
教
室
」を
開

催
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
も
何

か
の
縁
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

■�

て
う
ち
ん
浜
や
と
Ｔ
シ
ャ
ツ

と
私

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た「
て
う

ち
ん
浜
や
」に
は
、
甑
島
の
お

土
産
の
他
に
も
松
田
さ
ん
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
手
作

り
し
た
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
ダ

ー
ツ
ゲ
ー
ム
な
ど
い
ろ
い
ろ
置

い
て
あ
り
ま
す
。

　

提
供
す
る
食
材
は
、
お
肉
な

ど
は
取
り
寄
せ
に
な
り
ま
す
が
、

な
る
べ
く
島
の
食
材
を
使
う
よ

う
に
心
掛
け
て
い
る
の
で
、
基

本
的
に
は
島
か
ら
出
な
く
て
も

完
結
で
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昼
食
と
夕
食
の
間
の

空
い
た
時
間
な
ど
を
利
用
し
て
、

私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
ア
ロ
マ

オ
イ
ル
の
抽
出
作
業
の
見
学
、

木
工
教
室
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
を
開
催
し
て
、
地
域
の
人

た
ち
が
集
ま
る
場
と
し
て
提
供

す
る
な
ど
多
角
的
な
展
開
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

■
凸
凹
コ
ン
ビ

　

松
田
さ
ん
と
は
、
も
と
も
と

同
じ
下
甑
島
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
同
士
で
し
た
の
で
、
接

点
も
多
く
、
行
動
を
共
に
す
る

こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
。
見
た

目
は
暴
れ
ん
坊
の
よ
う
な
怖
い

感
じ
が
し
ま
す
が
、
何
で
も
で

き
て
、
聞
け
ば
何
で
も
優
し
く
、

詳
し
く
教
え
て
く
れ
る
の
で
、

尊
敬
で
き
る
人
で
す
ね
。
た

だ
、
一
緒
に
い
る
と
、
２
人
の

外
見
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
過
ぎ

て「
凸
凹
コ
ン
ビ
」と
は
よ
く
言

わ
れ
ま
す（
笑
）

■
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
と
こ
ろ

　

あ
ま
り
公
表
し
て
い
な
い
の

で
す
が
、
ア
ニ
メ
が
好
き
で
、

特
に
ガ
ン
ダ
ム
は
、
ほ
と
ん
ど

の
シ
リ
ー
ズ
を
見
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
私
で
す
が
、
地
域
に

根
差
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、「
て
う
ち

ん
浜
や
」と
も
ど
も
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

爽
や
か
好
青
年
の
外
見
に
オ

タ
ク
な
一
面
を
持
つ
野
口
さ
ん

は
、
静
か
な
中
に
も
信
念
を
秘

め
た
熱
い
隊
員
で
し
た
！

協
力
隊
事
務
所

西
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

所
在
地
＝
下
甑
町
瀬
々
野
浦

１
１
９
４
番
地

０
９
９
６
９（
５
）０
１
２
２

地域おこし協力隊活動ブログも更新中！　　http://ss-pochan.tumblr.com/

地域おこし協力隊

結
局
ガ
ン
ダ
ム
が

好
き
な
ん
で
す
！

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・
愛
媛
県
出
身
の
26
歳

・�

現
在
は
、
西
山
地
区
で
新
婚
生
活
を

送
り
な
が
ら
、
下
甑
町
手
打
に
あ
る

「
て
う
ち
ん
浜
や
」で
料
理
人
兼
フ
ロ

ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
も
勤
務

広
報
担
当
者
か
ら

①�仕事中の風景。カメラ意識し
過ぎてちょっとかっこつけ
ちゃいました。

②�並べられた料理。和も洋もお
いしそうです。

③�販売コーナーもリニューアル。
オシャレな雑貨屋さんのよう
な印象。

④�凸凹コンビの２人。息はピッ
タリです。（右が松田さん）

西山地区　野
の

口
ぐ ち

 貴
た か

博
ひ ろ
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目
指
せ
！
未
来
の
ぼ
っ
け
も

ん
！
「
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
」

　

野
外
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、

新
し
い
自
分
を
発
見
し
よ
う
！

【
時
】＝
８
月
17
日（
土
）10
時
～
18
日

（
日
）12
時
30
分

＊
雨
天
決
行

【
所
】＝
少
年
自
然
の
家

【
内
容
】＝
テ
ン
ト
設
営
、
野
外
炊
飯
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
創
作
活
動
、

自
転
車
モ
ト
ク
ロ
ス
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど

【
対
象
】＝
市
内
の
小
学
３
・
４
年
生

【
定
員
】＝
先
着
32
人

【
参
加
費
】＝
２
０
０
０
円

【
申
込
開
始
】＝
７
月
25
日（
木
）か
ら

【
申
込
方
法
】＝
電
話

＊
受
付
時
間
は
９
時
～
17
時

＊
月
曜
日
は
休
所
日

【
申
込
・
問
合
先
】＝
少
年
自
然
の
家

（
29
）２
１
１
４

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
大
学　
　

事
業
承
継
学
科
受
講
生

【
時
】＝
８
月
27
日（
火
）、
10
月
17
日

（
木
）、
12
月
５
日（
木
）、
令
和
２
年

２
月
６
日（
木
）・
３
月
10
日（
火
）の

全
５
回

＊
い
ず
れ
も
14
時
～
16
時

【
所
】＝
川
内
文
化
ホ
ー
ル（
予
定
）

【
内
容
】＝
事
業
承
継
の
事
例
、
ノ
ウ

ハ
ウ
習
得
、
相
続
税
対
策
、
税
制
改

正
ポ
イ
ン
ト
、
個
別
相
談
な
ど

【
対
象
】＝
市
内
に
居
住
し
、
事
業
承

継
を
考
え
て
い
る
方（
後
継
ぎ
を
探

し
て
い
る
方
）や
事
業
を
引
き
継
ぎ

た
い
方
ま
た
は
事
業
承
継
に
つ
い
て

学
び
た
い
方
な
ど

【
定
員
】＝
先
着
30
人

＊
受
講
無
料

【
申
込
方
法
】＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の

申
込
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先

を
明
記
の
上
、
直
接
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル

【
申
込
・
問
合
先
】＝
本
庁
商
工
政
策

課
商
工
・
企
業
支
援
Ｇ（
内
線
４
３

２
２
）

ト
ン
ボ
ロ
芸
術
村　
　
　
　

コ
ン
テ
ス
ト
作
品

　

甑
島
の
豊
か
な
自
然･

風
土
・
暮

ら
し
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

【
募
集
部
門
】＝
写
真
、
絵
画
、
俳
句
、

書
道

【
対
象
】＝
ど
な
た
で
も
可

【
応
募
締
切
】＝
９
月
20
日（
金
）必
着

【
応
募
方
法
】＝
住
所･

氏
名･

連
絡
先

･

職
業（
小
・
中
・
高
校
生
は
学
校
名

と
学
年
）を
明
記
の
上
、
直
接
ま
た

は
送
付

＊�

詳
細
は
、
本
庁
５
階
文
化
課
お
よ

び
各
地
域
公
民
館
に
備
え
付
け
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
募
集

要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
応
募･

問
合
先
】＝
上
甑
島
教
育
課

０
９
９
６
９（
３
）２
３
１
１

８
０
２
０（
は
ち
ま
る
に
い

ま
る
）表
彰
者

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
80
歳
以
上
で

20
本
以
上
の
歯
を
保
つ
こ
と
を
目
標

に
８
０
２
０
運
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
本
市
で
も
、
対
象
と
な
る
方
を

募
集
し
、
表
彰
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
】＝

▼�

80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
が
20
本
以

上
あ
り
、
過
去
に
表
彰
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
方

▼�

広
報
紙
な
ど
に
個
人
の
情
報（
氏

名
・
年
齢
な
ど
）を
掲
載
す
る
こ

と
に
同
意
し
て
い
た
だ
け
る
方

【
連
絡
先
】＝

▼�

薩
摩
川
内
市
歯
科
医
師
会
ま
た
は

薩
摩
郡
歯
科
医
師
会
に
加
入
す
る

本
市
内
の
歯
科
医
院

▼
祁
答
院
歯
科

▼
薩
摩
川
内
市
立（
歯
科
）診
療
所

【
受
付
期
間
】＝
８
月
１
日（
木
）～
30

日（
金
）

【
問
合
先
】＝
市
民
健
康
課
健
康
増
進

Ｇ（
川
内
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

（
22
）８
８
１
１

訓
練
生

　

県
で
は
離
職
者
の
再
就
職
支
援
と

し
て
、
パ
ソ
コ
ン
・
基
礎
科
お
よ
び

介
護
・
福
祉
科
の
訓
練
生
を
募
集
し

ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
訓
練
生

【
訓
練
期
間
】＝
９
月
３
日（
火
）～
12

月
２
日（
月
）

＊
月
～
金
曜
日
の
９
時
～
16
時

【
訓
練
場
所
】＝
㈱
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
川

内
教
室（
西
向
田
町
６
‐
32　

５
階
）

【
内
容
】＝
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
な
知

識
・
技
能
の
習
得
お
よ
び
キ
ャ
リ
ア

支
援

【
定
員
】＝
24
人

＊
受
講
無
料

＊�

テ
キ
ス
ト
代
お
よ
び
訓
練
生
総
合

保
険
料（
任
意
）は
自
己
負
担

【
申
込
締
切
】＝
８
月
８
日（
木
）

【
選
考
試
験
日
】＝
８
月
20
日（
火
）

＊
９
時
ま
で
に
集
合

介
護
・
福
祉
科
訓
練
生

【
訓
練
期
間
】＝
９
月
13
日（
金
）～
令

和
２
年
３
月
12
日（
木
）

＊
月
～
金
曜
日
の
９
時
～
16
時

【
訓
練
場
所
】＝
峰
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
高
江
町
）

【
内
容
】＝
介
護
の
学
科
、
実
技
お
よ

び
施
設
実
習
な
ど

【
定
員
】＝
24
人

＊
託
児
サ
ー
ビ
ス
有
り（
５
人
）

＊
受
講
無
料

＊�

テ
キ
ス
ト
代
お
よ
び
訓
練
生
総
合

保
険
料（
任
意
）は
自
己
負
担

【
申
込
締
切
】＝
８
月
20
日（
火
）

【
選
考
試
験
日
】＝
８
月
30
日（
金
）

＊
９
時
ま
で
に
集
合

【
応
募
資
格
】＝
雇
用
保
険
受
給
者

（
優
先
）・
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職

登
録
し
て
い
る
方
で
、
安
定
所
長
の

受
講
推
薦
が
受
け
ら
れ
る
方

【
選
考
場
所
】＝
県
立
宮
之
城
高
等
技

術
専
門
校（
さ
つ
ま
町
）

【
申
込
方
法
】＝
直
接

【
申
込
先
】＝
川
内
公
共
職
業
安
定
所

（
22
）８
６
０
９

【
問
合
先
】＝
県
立
宮
之
城
高
等
技
術

専
門
校

（
53
）０
２
０
７

鹿
児
島
県
出
身　
　
　
　
　

沖
縄
戦
没
者
追
悼
式
参
列
者

【
時
】＝
11
月
12
日（
火
）

＊�

前
日
か
ら
参
加
す
る
団
体
行
動
に

な
り
ま
す
。

＊
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
所
】＝
鹿
児
島
霊
園（
沖
縄
県
糸
満

市　

摩ま

ぶ

に
文
仁
の
丘
）

【
対
象
】＝
本
県
出
身
者
で
、
沖
縄
ま

た
は
沖
縄
近
海
で
戦
没
さ
れ
た
方
の

配
偶
者
お
よ
び
三
親
等
内
の
遺
族

【
定
員
】＝
県
内
全
域
で
９
人

【
申
込
期
間
】＝
８
月
１
日（
木
）～
30

日（
金
）

【
申
込
・
問
合
先
】＝
本
庁
障
害
・
社

会
福
祉
課
社
会
福
祉
Ｇ（
内
線
２
１

７
３
）

川
内
歴
史
資
料
館　
　
　
　

終
戦
記
念
展
示
コ
ー
ナ
ー　

「
記
憶
を
つ
な
ぐ
ー
戦
争
と

郷
土
ー
」

【
時
】＝
７
月
23
日（
火
）～
９
月
23
日

（
月
）

【
所
】＝
川
内
歴
史
資
料
館
２
階　

企

画
コ
ー
ナ
ー

【
内
容
】＝
戦
争
に
よ
っ
て
郷
土
が
ど

の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
か
、
当

時
の
人
々
の
暮
ら
し
な
ど
の
紹
介

【
入
館
料
】＝

▼
大
人
＝
２
０
０
円

▼
小
・
中
・
高
校
生
＝
１
０
０
円

＊�

小
・
中
・
高
校
生
は
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
無
料

【
問
合
先
】＝
川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

コ
ー
ラ
ス
ぶ
ら
ん
こ　
　
　

コ
ン
サ
ー
ト

【
時
】＝
７
月
28
日（
日
）14
時
～
16
時

【
所
】＝
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】＝
女
声
合
唱
の
演
奏
会

【
入
場
料
】＝

▼
大
人
＝
３
０
０
円

▼
高
校
生
以
下
＝
１
０
０
円

【
問
合
先
】＝
コ
ー
ラ
ス
ぶ
ら
ん
こ　

谷た
に
ぐ
ち口０

８
０（
３
９
４
４
）４
６
７
５

夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
イ
ズ

【
時
】＝
７
月
20
日（
土
）～
９
月
１
日

（
日
）�

９
時
～
17
時

＊
入
館
は
16
時
30
分
ま
で

＊�

月
曜
日
は
休
館（
８
月
12
日
は
開

館
）

【
所
】＝
川
内
歴
史
資
料
館
・
川
内
ま

ご
こ
ろ
文
学
館

＊�

小
・
中
・
高
校
生
は
土
・
日
曜
日
、

祝
日
に
限
り
無
料

【
内
容
】＝
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、

展
示
を
見
学
し
な
が
ら
、
楽
し
く
ク

イ
ズ
を
解
き
ま
す
。

＊�

参
加
者
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差

し
上
げ
ま
す
。

【
問
合
先
】＝

▼
川
内
歴
史
資
料
館

　

（
20
）２
３
４
４

▼
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

　

（
25
）５
５
８
０

が
ん
に
関
す
る
ミ
ニ
講
演
会

　

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

（
済
生
会
川
内
病
院
）で
、
が
ん
の
三

大
治
療
の
一
つ
で
あ
る
放
射
線
療
法

に
つ
い
て
の
講
演
会
と
患
者
会「
花

み
ず
き
会
」を
開
催
し
ま
す
。

【
時
】＝
7
月
27
日（
土
）

10
時
～
10
時
30
分　

【
所
】＝
済
生
会
川
内
病
院

【
講
師
】＝
済
生
会
川
内
病
院　

が
ん

放
射
線
療
法
看
護
認
定
看
護
師　

神か
み

村む
ら
よ
う陽

子こ

氏

＊�

講
演
会
終
了
後
、
講
師
と
の
交
流

会
、
が
ん
に
関
す
る
相
談
会
が
あ

り
ま
す
。

【
対
象
】＝
ど
な
た
で
も
可

＊
参
加
無
料

【
問
合
先
】＝
済
生
会
川
内
病
院

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

園そ
の
は
た畠

（
23
）５
２
２
１

鹿
児
島
純
心
女
子
大
学　
　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

【
時
】＝

▼
８
月
４
日（
日
）10
時
30
分
～
15
時

▼�

８
月
25
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

30
分

【
所
】＝
鹿
児
島
純
心
女
子
大
学（
天

辰
町
）

【
対
象
】＝
ど
な
た
で
も
可

【
内
容
】＝
学
科
紹
介
、
入
試
・
就
職

情
報
、
ミ
ニ
授
業
、
施
設
見
学　

他

＊�

準
備
の
た
め
、
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
が
、
当
日
参
加
も
可
能

で
す
。

【
申
込
方
法
】＝
直
接
、
電
話
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
入
力
フ
ォ
ー
ム

【
申
込
・
問
合
先
】＝
鹿
児
島
純
心
女

子
大
学
入
試
広
報
課

（
23
）５
３
１
１

川
内
看
護
専
門
学
校　
　
　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

【
時
】＝
７
月
27
日（
土
）・
28
日（
日
）、

８
月
17
日（
土
）９
時
30
分
～
12
時

＊
受
け
付
け
は
９
時
か
ら

【
所
】＝
川
内
市
医
師
会
立
川
内
看
護

専
門
学
校（
大
小
路
町
）

【
対
象
】＝
ど
な
た
で
も
可

【
内
容
】＝
学
校
紹
介
、
看
護
技
術
体

験（
血
圧
測
定
・
妊
婦
体
験
）、
在
校

生
と
の
茶
話
会
な
ど

＊�

準
備
の
た
め
、
電
話
で
の
事
前
申

し
込
み
が
必
要
で
す
が
、
当
日
参

加
も
可
能
で
す
。

【
申
込
・
問
合
先
】＝
川
内
市
医
師
会

立
川
内
看
護
専
門
学
校

（
27
）０
２
４
２

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー　
　
　

養
成
講
座

【
時
】＝
７
月
22
日（
月
）10
時
～
12
時

【
所
】＝
お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ（
大
小
路

町
）

【
内
容
】＝
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解

と
対
応
、
見
守
り
に
つ
い
て
、
専
門

家
が
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。

【
対
象
】＝
認
知
症
介
護
者
や
地
域
の

方
な
ど
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

＊
参
加
無
料

【
問
合
先
】＝
長ち

ょ
う
せ
い
え
ん

生
園

（
21
）１
２
５
０

歴
史
資
料
館
工
作
教
室　
　

「
紙
す
き
」

【
時
】＝
7
月
27
日（
土
）9
時
30
分
～

12
時

＊
受
け
付
け
は
９
時
15
分
か
ら

【
所
】＝
川
内
歴
史
資
料
館　

研
修
室�

【
内
容
】＝
紙
す
き
キ
ッ
ト
を
使
用
し
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ガ
キ
を
作
り
ま
す
。

【
対
象
】＝
ど
な
た
で
も
可

＊
小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

【
定
員
】＝
先
着
15
人

【
参
加
料
】＝
１
０
０
円（
材
料
代
）

【
準
備
す
る
物
】＝
汚
れ
て
も
よ
い
服

装【
申
込
期
間
】＝
7
月
11
日（
木
）～
25

日（
木
）

【
申
込
方
法
】＝
直
接
、
電
話

【
申
込
・
問
合
先
】＝
川
内
歴
史
資
料

館（
20
）２
３
４
４

催
　
し

募
　
集

情報掲示板情報掲示板

入　　館　　料

区 分 小・中
高校生 大　人

川 内 歴 史 資 料 館 100円 200 円

川内まごころ文学館 150円 300 円

両 館 共 通 200円 400 円

▲鹿児島純心
　女子大学
　ホームページ

▲川内看護
　専門学校
　ホームページ

▲シティセール
　ス大学ホーム
　ページ
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夏
休
み
ち
び
っ
子
大
会

【
時
】＝
８
月
５
日（
月
）13
時
～
６
日

（
火
）12
時（
１
泊
２
日
）

【
所
】＝
陸
上
自
衛
隊
川
内
駐
屯
地

【
内
容
】＝
集
団
生
活
を
通
じ
た
連
帯

感
・
協
調
性
の
醸
成
を
目
的
に
、バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
、
装
備
品
試
乗
、
天
幕
設

営
体
験
、
各
種
ゲ
ー
ム
な
ど
を
体
験

し
ま
す
。

＊�

雨
天
な
ど
に
よ
り
内
容
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
】＝
小
・
中
学
生

【
定
員
】＝
先
着
１
０
０
人

【
参
加
料
】＝
１
６
０
０
円（
傷
害
保

険
料
を
含
む
）

【
申
込
開
始
】＝
７
月
23
日（
火
）10
時

か
ら

【
申
込
方
法
】＝
電
話

【
申
込
・
問
合
先
】＝
陸
上
自
衛
隊
川

内
駐
屯
地
広
報
班

（
20
）３
９
０
０

市
郷
土
芸
能
保
存
会
会
員

　

各
地
域
で
郷
土
芸
能
の
伝
承
・
保

存
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

木
工
・
建
築
大
工
の
体
験
入
校
生

を
募
集
し
ま
す
。

【
時
】＝
７
月
30
日（
火
）９
時
～
12
時

30
分

【
所
】＝
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

校【
内
容
】＝
実
習
作
品
の
見
学
と
機
械
・

道
具
を
使
用
し
た
体
験
実
習

【
対
象
】＝
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般

＊
お
お
む
ね
30
歳
ま
で
の
方

【
定
員
】＝
先
着
30
人

＊
参
加
無
料

＊�

一
日
傷
害
保
険（
50
円
程
度
）の
加

入
が
必
要

【
申
込
締
切
】＝
７
月
24
日（
水
）

【
申
込
方
法
】＝

▼
学
生
＝
学
校
を
通
し
て
申
し
込
み

▼�

一
般
＝
事
前
に
電
話
で
確
認
の
上
、

送
付
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

【
申
込
・
問
合
先
】＝
〒
８
９
５
‐
１

８
０
４　

薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
船
木
８

８
１
番
地　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術

専
門
校

（
53
）０
２
０
７

（
53
）０
９
９
３

川
内
川
花
火
大
会　
　
　
　

観
覧
席
＆
お
食
事
プ
ラ
ン　

「
き
ゃ
ん
ぱ
く
シ
ー
ト
」

　

開
戸
橋
付
近
の
観
覧
席
で
弁
当
な

ど
を
食
べ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
花
火

を
観
覧
し
ま
せ
ん
か
。

【
時
】＝
８
月
16
日（
金
）19
時
40
分
～

21
時
20
分

＊
雨
天
時
は
順
延
あ
り

＊
観
覧
席
へ
の
入
場
は
17
時
か
ら

【
所
】＝
川
内
川
河
川
敷
左
岸
開
戸
橋

付
近（
向
田
側
）

【
定
員
】＝
限
定
２
３
０
席（
２
人
用

テ
ー
ブ
ル
席
23
卓
、
４
人
用
テ
ー
ブ

ル
席
16
卓
、
６
人
用
テ
ー
ブ
ル
席
20

卓
）

【
料
金
】＝

▼
２
人
用
テ
ー
ブ
ル
席
＝

　

８
０
０
０
円

▼
４
人
用
テ
ー
ブ
ル
席
＝

　

１
５
０
０
０
円

▼
６
人
用
テ
ー
ブ
ル
席
＝

　

２
０
０
０
０
円

＊�

全
て
オ
ー
ド
ブ
ル
＋
観
覧
席
代

（
税
込
み
）を
含
み
ま
す
。

【
申
込
方
法
】＝
電
話
ま
た
は
き
ゃ
ん

ぱ
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら

＊�

電
話
受
け
付
け
は
、
土
・
日
曜
日
・

祝
日
を
除
く
９
時
～
17
時　

【
申
込
・
問
合
先
】＝
き
ゃ
ん
ぱ
く
事

務
局（
㈱
薩
摩
川
内
市
観
光
物
産
協

会
内
）

（
23
）９
８
８
９

甑
島
流
木
ア
ー
ト　
　
　
　

工
作
イ
ベ
ン
ト

【
時
】＝
８
月
４
日（
日
）

▼
上
甑
島
＝
10
時
か
ら　

▼
下
甑
島
＝
10
時
30
分
か
ら

＊�

本
土
か
ら
の
参
加
の
場
合
は
、
川

内
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
８
時
30
分
ま

で
に
集
合

＊�

高
速
船
甑
島
を
利
用
し
た
日
帰
り

ツ
ア
ー
で
す
。

【
所
】＝

▼�

上
甑
島
＝
長
目
の
浜
海
岸
、
鹿
の

子
大
橋
海
岸（
上
甑
町
）

▼
下
甑
島
＝
小
牟
田
海
岸（
鹿
島
町
）

【
内
容
】＝
甑
島
の
景
勝
や
環
境
を
維

持
す
る
た
め
の
海
岸
漂
着
物
清
掃
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
漂
着
物

を
利
用
し
た
工
作
お
よ
び
プ
チ
観
光

【
対
象
】＝
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

【
定
員
】＝

▼
本
土
地
域
＝
先
着
40
人

＊�

行
き
先
は
上
甑
島
に
20
人
、
下
甑

島
に
20
人

▼�

上
甑
島
地
域
・
下
甑
島
地
域
に
居

住
す
る
方
＝
先
着
各
10
人

＊�

い
ず
れ
も
保
護
者
と
子
ど
も
を
含

め
た
人
数

＊
保
護
者
１
人
、
子
ど
も
複
数
可

＊�

詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
参
加
料
】＝

▼
本
土
地
域
＝

　

・
大
人
＝
２
０
０
０
円

　

・
小
人
＝
１
０
０
０
円

＊
甑
島
へ
の
高
速
船
運
賃
含
む

▼
甑
島
地
域
＝
６
０
０
円

【
申
込
期
間
】＝
７
月
16
日（
火
）～
26

日（
金
）

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

【
申
込
方
法
】＝
直
接
ま
た
は
電
話

【
申
込
・
問
合
先
】＝

▼�

上
甑
島
＝
里
支
所
地
域
振
興
課
地

域
振
興
Ｇ　

脇わ
き

田た

、
甑
島
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会
活
動
推
進
員　

�

山や
ま
も
と本

　

０
９
９
６
９（
３
）２
３
１
１

▼�

下
甑
島
＝
鹿
島
支
所
地
域
振
興
課

地
域
振
興
Ｇ　

山や
ま
し
た下

　

０
９
９
６
９（
４
）２
２
１
１

国
体
応
援
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

作
品

　
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
開

情報掲示板

催
の
応
援
に
つ
な
が
る
図
画
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

【
募
集
部
門
】＝

▼
幼
児
の
部（
３
歳
以
上
）

▼
小
学
生
低
学
年
の
部

▼
小
学
生
高
学
年
の
部

▼
中
学
生
の
部

▼
高
校
生
の
部

▼
大
学
・
一
般
の
部

＊�

各
部
門
ご
と
に
最
優
秀
賞
１
人
、

優
秀
賞
４
人
を
選
出
し
、
賞
状
・

賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

＊�

応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
応
募
者
全
員
に
参

加
賞
が
あ
り
ま
す
。

【
応
募
期
間
】＝
９
月
２
日（
月
）～
13

日（
金
）当
日
消
印
有
効

【
応
募
条
件
】＝
３
歳
以
上
で
本
市
内

に
居
住
ま
た
は
通
学
・
通
勤
し
て
い

る
方

＊
１
人
１
作
品
に
限
る
。

＊�

用
紙
は
、
四
つ
切
り
画
用
紙
を
使

用
し
、
縦
横
は
自
由
。

＊�

彩
色
・
技
法
の
制
限
な
し（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
作
品
も
可
）

＊�

大
会
名
称
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
文
字

は
入
れ
な
い
。

【
応
募
方
法
】＝
応
募
作
品
の
裏
面
に

出
品
票（
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
実
行

委
員
会
事
務
局
に
備
え
付
け
）を
貼

り
付
け
の
上
、
直
接
ま
た
は
送
付

＊�

園
児
・
児
童
・
生
徒
は
、
各
園
ま

た
は
各
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

＊�

折
り
曲
げ
た
り
、
丸
め
た
り
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

＊�

詳
細
は
、
国
体
薩
摩
川
内
市
実
行

委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
募
集

要
項
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
応
募
・
問
合
先
】＝
本
庁
国
体
推
進

課
内
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
薩

摩
川
内
市
実
行
委
員
会
事
務
局「
国

体
応
援
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募

集
」係（
内
線
５
４
２
５
）

�（
20
）５
５
７
０

食
品
衛
生
管
理
講
習
会　
　

（
基
礎
知
識
編
）

　

令
和
２
年
に
は
、
食
品
衛
生
自
主

管
理（
Ｈハ

サ

ッ

プ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
方
式
）に
よ
る
衛

生
管
理
が
全
食
品
事
業
者
に
義
務
付

け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

食
に
携
わ
る
方
が
、
お
客
様
に
安

全
安
心
な
食
品
を
お
届
け
す
る
た
め

の
食
品
衛
生
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

【
時
】＝
８
月
24
日（
土
）�

13
時
30
分

～
15
時
30
分�

【
所
】＝
樋
脇
公
民
館　
　

【
内
容
】＝
食
品
衛
生
自
主
管
理（
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
方
式
）へ
の
取
り
組
み
方

に
つ
い
て

【
対
象
】＝
ど
な
た
で
も
可

【
定
員
】＝
先
着
25
人

＊
受
講
無
料

【
申
込
締
切
】＝
８
月
８
日（
木
）

【
申
込
方
法
】＝
電
話
ま
た
は
六
次
産

業
対
策
課
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
フ
ァ
ク

ス＊�

申
込
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
・
問
合
先
】＝
本
庁
六
次
産
業

対
策
課（
内
線
４
４
５
２
）

（
20
）５
５
７
０

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

【
募
集
住
宅
名
】＝

▼�

川
内
地
域
＝
若わ
か

葉ば

し市
営え
い

、
桜さ
く
ら

井い

、

東ひ
が
し
か
み
せ
ん
だ
い

上
川
内
、
後う
し
ろ

牟む

た田
、
百も
も
つ
ぎ次
、
今い
ま

村む
ら

、
中な
か
む
ら村
、
陽よ
う
ぜ
い
い
っ
ぱ
ん

成
一
般

▼�

樋
脇
地
域
＝
諏す

わ訪
越ご

し
だ
い第

２
、
椿つ

ば
き

第だ
い

１
▼�

入
来
地
域
＝
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ

入い
り

来き

、
芝し
ば
ま
ち町
、
立た
て
や
ま
い
っ
ぱ
ん

山
一
般

▼�

東
郷
地
域
＝
前ま
え
は
ら原
、
フ
レ
グ
ラ
ン

ス
紅こ

う
ば
い梅

▼�

祁
答
院
地
域
＝
藍あ
い

屋や

、
会か
い

田だ

、
大お
お

村む
ら
じ
ゅ
ん
こ
う
え
い

準
公
営
、
久く

ぼ保
、
砂さ
ざ
ら
し石
、
早は
や

馬ま

、

会か
い

田だ

一い
っ
ぱ
ん般

▼�

上
甑
地
域
＝
上か
み

甑こ
し
き

宮み
や

田た

、
茶ち
ゃ

之の

き木
、

中な
か

津つ

▼�

下
甑
地
域
＝
子こ

岳た
け

、
桜さ
く
ら

ヶが

丘お
か

、
西に
し

山や
ま

、
浜は
ま

田だ

、
手て

打う
ち

港み
な
と

▼
鹿
島
地
域
＝
鹿か

島し
ま

宮み
や

田た

【
応
募
受
付
期
間
】＝
７
月
11
日（
木
）

～
23
日（
火
）必
着

【
応
募
方
法
】＝
平
野
商
事
㈱
市
営
住

宅
管
理
事
務
所（
鹿
児
島
相
互
信
用

金
庫
川
内
中
央
支
店
前
）、
㈱
橋
口

組
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
（
樋
脇

鉄
道
記
念
館
前
バ
ス
停
近
く
）お
よ

び
甑
島
各
支
所
に
備
え
付
け
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
直
接
ま

た
は
送
付

＊�

陽
成
一
般
住
宅
は
、
地
域
振
興
住

宅
で
す
。
申
し
込
み
さ
れ
る
場
合

は
必
ず
事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
抽
選
日
】＝
７
月
26
日（
金
）10
時
か

ら【
抽
選
場
所
】＝
希
望
す
る
住
宅
を
所

管
す
る
本
庁
、
甑
島
各
支
所
お
よ
び

市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

【
注
意
事
項
】＝

＊�

募
集
す
る
住
宅
は
変
更
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

＊�

募
集
住
戸
１
戸
に
対
し
て
、
複
数

の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
、
抽

選
に
よ
り
入
居
予
定
者
を
決
定
し

ま
す
。

＊�

当
選
後
す
ぐ
に
入
居
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊�

詳
し
く
は
募
集
案
内
を
参
照
く
だ

さ
い
。（
応
募
・
問
合
先
に
記
載

さ
れ
て
い
る
各
所
に
備
え
付
け
）

【
そ
の
他
】＝
今
回
の
募
集
住
宅
以
外

に
も
、
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
る
住
宅
も
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
す
る
地
域
の
各
窓
口
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
応
募
・
問
合
先
】＝

▼�

川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営
住

宅
管
理
事
務
所

　

（
25
）１
９
０
０

▼�

本
土
４
地
域
＝
㈱
橋
口
組
市
営
住

宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　

（
37
）２
５
３
３

▼�

甑
島
地
域
＝
各
支
所
地
域
振
興
課

就
活
準
備
セ
ミ
ナ
ー

　

就
職
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、

な
か
な
か
仕
事
が
決
ま
ら
な
い
方
、

一
緒
に
就
活
し
ま
せ
ん
か
。

　

第
１
回
目
は「
就
活
基
本
マ
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー
」と
題
し
、
み
ん
な
で
話

し
合
っ
た
り
、
体
を
動
か
し
た
り
し

な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く
学
び
ま
す
。

【
時
】＝
７
月
25
日（
木
）14
時
～
16
時

【
所
】＝
川
内
文
化
ホ
ー
ル　

第
４
会

議
室

【
定
員
】＝
８
人

＊
参
加
無
料

【
申
込
方
法
】＝
直
接
、
電
話

＊�

チ
ラ
シ
お
よ
び
申
込
書
は
、
本
庁

障
害
・
社
会
福
祉
課
、
中
央
図
書

館
、
中
央
公
民
館
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
川
内
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

【
申
込
・
問
合
先
】＝
市
社
会
福
祉
協

議
会（
本
庁
障
害
・
社
会
福
祉
課
内
）

前ま
え

田だ

・
勘か
ん

場ば
（
内
線
２
５
６
４
・
２

５
６
２
）

地域 団 体 名 代表者名 連 絡 先 募集する
活動内容

川内 寄
より

田
た

棒
ぼう

踊
おどり

保存会 重
しげ

田
た

 （20）1882 踊り手

樋脇 上
かみ

手
で

太鼓踊り保存会 鳥
とりごえ

越  （38）1135
踊り手・
太鼓の演奏

入来 元
もと

村
むら

鉦
かね

踊り保存会 矢
や

越
ごし

 （44）2994 踊り手

東郷 本
ほん

俣
また

兵
ひょう

六
ろく

踊
おど

り保存会 久
く

保
ぼ

 （42）1580 踊り手

▲県立宮之城高
　等技術専門校
　ホームページ

▲きゃんぱく
　ホームページ

▲燃ゆる感動
　かごしま国体
　ホームページ
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統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル　

作
品

　

自
ら
観
察
、
調
査
し
た
結
果
を
グ

ラ
フ
に
し
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
用
紙
の
大
き
さ
】＝

仕
上
げ
寸
法
Ｂ
２
判

＊�

詳
細
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
応
募
締
切
】＝
９
月
６
日（
金
）必
着

【
応
募
方
法
】＝
直
接
ま
た
は
送
付

【
応
募
・
問
合
先
】＝
県
統
計
協
会（
県

庁
統
計
課
内
）〒
８
９
０
‐
８
５
７

７　

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
10
‐
１

０
９
９（
２
８
６
）２
４
７
３

歴
史
資
料
館
工
作
教
室
　
　

「
風
鈴
作
り
」

【
時
】＝
８
月
３
日（
土
）

９
時
30
分
～
12
時

＊
受
け
付
け
は
９
時
15
分
か
ら

【
所
】＝
川
内
歴
史
資
料
館　

研
修
室

【
内
容
】＝
ガ
ラ
ス
絵
具
を
使
っ
て
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
風
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
風

鈴
を
作
り
ま
す
。

【
対
象
】＝
小
学
生
以
上

＊
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

【
定
員
】＝
先
着
15
人

【
参
加
料
】＝
４
０
０
円

【
準
備
す
る
物
】＝
絵
具
セ
ッ
ト
、
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具

【
申
込
期
間
】＝
７
月
17
日（
水
）～
31

日（
水
）

【
申
込
方
法
】＝
直
接
、
電
話

【
問
合
先
】＝
川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

自
衛
官

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
応
募
・
問
合
先
】＝
自
衛
隊
鹿
児
島

地
方
協
力
本
部
薩
摩
川
内
出
張
所

（
22
）２
４
０
１

無
料
調
停
相
談
会

【
時
】＝
８
月
３
日（
土
）10
時
～
15
時

【
所
】＝
中
央
公
民
館

【
相
談
員
】＝
民
事
調
停
委
員
、
家
事

調
停
委
員

【
内
容
】＝
損
害
賠
償
・
売
買
・
貸
借

な
ど
を
巡
る
民
事
上
の
も
め
事
、
婚

姻
・
離
婚
・
夫
婦
関
係
・
親
子
関
係

な
ど
に
関
す
る
も
め
事
な
ど
に
つ
い

て
の
調
停
に
関
す
る
相
談

【
申
込
・
問
合
先
】＝
川
内
調
停
協
会

（
22
）２
１
５
４

鹿
児
島
地
方
法
務
局　
　
　

登
記
相
談【
要
予
約
】

【
時
】＝
毎
週
火
・
水
・
木
曜
日

９
時
30
分
～
11
時
30
分
、
13
時
～
16

時
30
分

＊
祝
日
は
除
く

【
所
】＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

【
予
約
方
法
】＝
電
話

＊�

受
付
時
間
は
、
平
日
８
時
30
分
～

17
時
15
分

【
予
約
・
問
合
先
】＝
鹿
児
島
地
方
法

務
局
川
内
支
局

（
23
）６
３
８
１

特
設
人
権
相
談
所
・　
　
　

派
遣
登
記
所
開
設

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局
と

川
内
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
に
よ
る
、

特
設
人
権
相
談
所
・
派
遣
登
記
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
。

【
時
・
所
】＝

▼
７
月
25
日（
木
）10
時
～
15
時

　

上
甑
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
７
月
26
日（
金
）10
時
～
15
時

　

里
公
民
館

【
問
合
先
】＝

▼
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　

（
22
）２
３
０
０

▼�

里
支
所
地
域
振
興
課
市
民
生
活
Ｇ

（
内
線
３
２
１
）

▼�

上
甑
支
所
地
域
振
興
課
市
民
生
活

Ｇ（
内
線
３
１
０
）

ぴ
あ
保
護
者
会

　

子
ど
も
の
不
登
校
や
適
応
症
状
・

発
達
に
関
す
る
こ
と
な
ど
一
人
で
悩

ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
時
】＝
７
月
20
日（
土
）15
時
～
17
時

【
所
】＝
す
こ
や
か
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

（
保
健
セ
ン
タ
ー　

西
開
聞
町
）

【
対
象
】＝
小
・
中
学
生
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者

＊
参
加
無
料

【
問
合
先
】＝
ぴ
あ
保
護
者
会　

サ
ポ

ー
ト
グ
ル
ー
プ　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー（
市
教
委
）　

野の

平び
ら

０
９
０（
１
８
７
２
）５
９
１
８

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ　
　
　

「
だ
ん
で
会
」

　

不
登
校
や
子
育
て
に
関
す
る
こ
と

な
ど
一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
、

一
緒
に
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お

子
様
連
れ
で
も
大
丈
夫
で
す
。

【
時
】＝
７
月
20
日（
土
）18
時
～
21
時

【
所
】＝
す
こ
や
か
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

（
保
健
セ
ン
タ
ー　

西
開
聞
町
）

【
対
象
】＝
不
登
校
や
子
育
て
に
悩
む

保
護
者
と
そ
の
関
係
者

＊
参
加
無
料

【
問
合
先
】＝
サ
ー
ク
ル
だ
ん
で
ら
い

お
ん　

竹た
け
は
ら原

０
５
０（
５
５
７
９
）６
２
８
５

戦
没
者
遺
児
に
よ
る　
　
　

慰
霊
友
好
親
善
事
業

　

一
般
財
団
法
人
日
本
遺
族
会
で
は
、

先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、
旧
戦
域
を

訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、

同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て「
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
参
加
料
】＝
10
万
円

【
対
象
】＝
今
回
の
事
業
実
施
地
域
で

父
な
ど
を
亡
く
し
た
戦
没
者
遺
児

＊�

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
申
込
・
問
合
先
】＝
県
遺
族
会

０
９
９（
８
１
２
）８
２
９
２

お
知
ら
せ

情報掲示板

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
更
新
な
ど

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新

　

新
し
い「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
」を
７
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま

す
。
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の

有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
ま
で
で
、

８
月
１
日
以
降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊�

新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

は
、令
和
２
年
７
月
31
日
ま
で（
令

和
２
年
７
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に

到
達
さ
れ
る
方
は
、
誕
生
日
の
前

日
ま
で
）

＊�

就
学
の
た
め
に
他
市
町
村
へ
転
居

し
、
マ
ル
学
被
保
険
者
証
が
必
要

な
方
は
手
続
き
が
必
要

入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受
診
さ

れ
る
皆
さ
ん
へ

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を
医
療
機

関
に
提
示
す
る
と
、
保
険
適
用
分
の

医
療
費
の
窓
口
負
担
が
、
高
額
療
養

費
の
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
支
払

い
で
済
み
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

に
は
、
窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
で
済
み
、
入
院
時
の

食
事
代
を
減
額
す
る「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」が
交
付

さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
国
民
健
康
保
険
で
交
付
し

て
い
る
こ
れ
ら
の
認
定
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日（
水
）ま
で
で
す
。

　

引
き
続
き
必
要
な
方
は
、
改
め
て

交
付
の
申
請
が
必
要
で
す
。

【
申
請
受
付
】＝
７
月
１
日（
月
）か
ら

事
前
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

＊�

限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
は
８
月

１
日
を
基
準
と
し
て
い
る
た
め
、

７
月
申
請
分
も
交
付
は
８
月
以
降

に
な
り
ま
す
。

【
申
請
・
問
合
先
】＝
本
庁
保
険
年
金

課
国
保
Ｇ（
内
線
２
８
４
２
・
２
８

４
３
）

ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当　

支
給

　

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

＊�

特
別
障
害
者
手
当
ま
た
は
経
過
的

福
祉
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
対
象
外
で
す
。

【
要
件
】＝

▼�

在
宅
の
要
介
護
高
齢
者
・
介
護
者

共
に
本
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有

し
て
い
る
こ
と

▼�

要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認
定
さ
れ

た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
、
基
準

日（
８
月
１
日
）か
ら
過
去
６
カ
月

間
に
３
カ
月
以
上
継
続
し
て
介
護

し
て
い
る
こ
と

▼�

要
介
護
高
齢
者
・
介
護
者
と
同
一

世
帯
の
世
帯
員（
同
居
者
）全
員
が
、

市
民
税
所
得
割
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
こ
と

【
支
給
額
】＝
６
万
円

【
申
請
期
間
】＝
８
月
１
日（
木
）～
30

日（
金
）

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

【
必
要
な
物
】＝
介
護
者
の
印
鑑（
ス

タ
ン
プ
印
を
除
く
）、
介
護
者
名
義

の
通
帳

【
申
請
・
問
合
先
】＝
本
庁
高
齢
・
介

護
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
Ｇ（
内
線
２

６
７
３
）ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

課川
内
駅
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
利
用
予
約
の
開
始

と
予
約
に
関
す
る
説
明
会

　

令
和
２
年
９
月
の
運
営
開
始
を
予

定
し
て
い
る
川
内
駅
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
、
本

年
９
月
か
ら
予
約
の
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
併
せ
て
新
た
な
予

約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
、
川
内
駅

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
予
約

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
時
】＝
８
月
１
日（
木
）19
時
～
21
時
、

８
月
２
日（
金
）10
時
～
12
時

【
所
】＝
川
内
文
化
ホ
ー
ル
第
１
会
議

室【
対
象
】＝
ど
な
た
で
も
可

＊
申
し
込
み
不
要

＊
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】＝
本
庁
施
設
課
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
施
設
Ｇ（
内
線
６
０
６
・
６

２
２
）

【
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
問

合
先
】＝
株
式
会
社
セ
イ
カ
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

０
９
９（
８
０
３
）９
４
８
８

狩
猟
免
許
試
験

　

狩
猟（
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
を

わ
な
・
銃
器
で
捕
獲
）を
す
る
場
合

は
、
狩
猟
免
許
の
取
得
が
必
要
で
す
。

【
時
】＝

▼�

事
前
講
習
会
＝
８
月
18
日（
日
）

　

９
時
か
ら

＊
受
け
付
け
は
８
時
30
分
か
ら

▼
試
験
＝
８
月
25
日（
日
）９
時
か
ら

【
所
】＝
北
薩
地
域
振
興
局

＊�
免
許
試
験
・
講
習
会
共
に
有
料
で

す
が
、
講
習
会
の
う
ち
、
わ
な
猟

に
つ
い
て
は
一
部
助
成
が
あ
り
ま

す
。

＊�

一
部
助
成
に
つ
い
て
は
、
人
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
。

【
申
請
期
間
】＝
７
月
16
日（
火
）～
８

月
９
日（
金
）８
時
30
分
～
17
時
15
分

＊
土
・
日
曜
日
を
除
く

【
申
請
・
問
合
先
】＝
北
薩
地
域
振
興

局
林
務
水
産
課
林
務
係

（
25
）５
５
０
９

【
講
習
会
の
問
合
先
】＝
薩
摩
川
内
市

猟
友
会　

有あ
り

馬ま

０
８
０（
５
６
０
２
）２
９
１
９

【
一
部
助
成
の
問
合
先
】＝
本
庁
農
政

課
農
業
振
興
Ｇ（
内
線
４
２
２
２
）

広
報
電
話
を
活
用
く
だ
さ
い

　

左
表
の
情
報
が
い
つ
で
も
聞
け
る

よ
う
広
報
電
話
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

＊�

ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
ま
た
は
内
線
専

用
電
話
か
ら
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
先
】＝
本
庁
広
報
室
広
聴
広
報

Ｇ（
内
線
６
３
２
）

相
　
談

募集種目 応募資格 応募期間 試験日程

一般曹
候補生 18歳以上33歳

未満の方

９/ ６（金）
１次：9/21（土）
２次：10/11（金）～ 16（水）
＊いずれか１日を指定されます。

自衛官
候補生

年間を通じて
行っています。 応募受付時にお知らせします。

航空学生

海： 高卒（見込み含む）で、
　　23歳未満の方
空： 高卒（見込み含む）で、
　　21歳未満の方

９/ ６（金）

１次：9/16（月）
２次：10/15（火）～ 20（日）
３次：（海）11/22（金）～ 12/18（水）
　　　（空）11/16（土）～12/19（木）

＊年齢は、令和２年４月１日現在 

対　象 交付の条件 手続きに必要なもの

国民健康保険
被保険者

【70歳未満】

申請時に、国民健康保険税
に滞納がないこと ・国民健康保険被保険者証

・ マイナンバーカードまた
は通知カード

・ 領収書（市民税非課税世
帯で、過去１年間の入院
日数が90日を超える方）

国民健康保険
高齢受給者

【70歳以上】

世帯主と国民健康保険加入
者全員の令和元年度市民税
が非課税の方または保険証
の負担割合が｢３割｣の方

広報電話   0120（894）256
番　組　表

21 当番医（日曜日・休日）

22 夜 間 救 急 当 番 医

23 歯 科 医 の 休 日 診 療

24 水道サービスセンター

22広報薩摩川内　2019.7.1023 2019.7.10　広報さつませんだい



５
月
届
出
分
（
敬
称
略
）
＊
掲
載
同
意
分
の
み

　
　
　
（
出
生
児
）　　

������（
保
護
者
）

川
内

情報掲示板

＊住民基本台帳人口
■市民の動き

水　

流　

遙は

る

な菜

前　

田　

大た

い

せ

い惺

鹿
子
木　

悠ゆ

う空

京　

田　

悠ゆ

は

な花

矢　

野　

桜る

あ明

渡　

部　

博ひ

ろ

き貴

鶴　
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乙い

ち

る瑠
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梨り

あ

ん杏

熊
之
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琥こ

う

す

け將

平　
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遥は

る

と大

中　
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蒼そ
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す

け介
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凛り
ん
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ら心
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よ
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の
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心し
ん
の
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け

之
助
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ゅ
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し
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⻆　
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と燈
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原　

永え

い

げ

ん絃

宇
都
口　

逢あ

い

か花

小　

原　

桜お

う

か花
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原　

菜な

の

か

乃
花

橋　

田　
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ま茉

毎　

床　

環か

ん

な奈
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丸　

滉こ

う

せ

い晴

薗　

田　

和わ

か

な

佳
奈

永　

原　

颯は

や

と人

井
樋
田　
　
　

柊
し
ゅ
う

太　

利　
　
　

紬
つ
む
ぎ

﨑　

山　

こ
の
み

金　

山　

咲さ

く

ら良

竹　

村　

桜お

う

か叶

鮫　

島　
　
　

律り
つ

山　

本　

真ま

り

え

理
恵

熊　

本　

ひ
ら
り

本　

山　

こ
と
音ね

和　

田　

真し

ん

じ司

戸　

島　

葵あ

お

い唯

新　

増　

麗う

る

は葉

西　

本　

壮そ

う

た汰

神　

村　

明あ

か

り里

丸　

山　

ふ
た
ば

田　

中　

り

る楼

大　

山　

こ
こ
み

濵　

田　

若わ

か

な奈

鍛
治
屋　

美み

れ

い玲

下
之
薗　
　
　

龍
り
ゅ
う

う
ぶ
声

■薩摩川内市交通事故発生状況（累計）

■薩摩川内市火災・救急等発生状況（累計）

６月１日現在（前月比）

■人　口 94,738 人（− 68人）
　　男 45,555 人（− 48人）
　　女 49,183 人（− 20人）
■世帯数 46,163世帯（− 32世帯）

（H31/ １/ １～ R1/ ６/10）

（H31/ １/ １～ R1/ ６/12）

●交通事故件数
　��108 件（前年比�− 11 件）

●死　者
　　���0 人（前年比�±��� 0 人）
●傷　者
　��118 人（前年比�− 14 人）

●火災件数
　�����24 件（前年比 ＋��１件）
　火の取り扱い・始末には十分注意してください。
　枯れ草などの焼却を行うときは、必ず消防署へ届
け出ましょう。

●救急件数
　1,899 件（前年比 − 12 件）
●救助件数
　�����30 件（前年比 ＋ 17 件）

　今回は、せんで弁の単語と単語がつながって独特
の言い回しとなっているものを紹介するつん。これ
を使えるようになれば、せんで弁マスターになれる
日も近いつん。
「おてちっが　わり」…どうにも気分が落ち着かない
様子や何だか具合が悪い様子だつん。
　語源は「落ち着きが悪い」かな？
｢ぎを　ゆな｣…「ぎ」は「議」、異議の意味で、「ゆな」
は「言うな」。文句を言うなって意味だつん。
「じゃろそな　こっ｣…「そのようなこと」の意味から、
ありそうなこと、予想されたことって意味だつん。
　使い方としては、「じゃろそな　こっじゃち　おも
ちょった（そのようなことだろうと思っていた）」など

と使うつん。
「つけは　なか」…問題はない、
差し支えないって意味だつん。
　どれもすごく個性的で味わ
い深い「なんつぁ　ならん」（何
とも言えない、最高の）言い回
しだから、みんなでどんどん
使ってマスターするつん。

せんで弁講座
「せんで弁の熟語？」
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ハ
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江
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真
由
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加
治
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紫
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由
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ア
キ
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サ
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ト
ミ
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【
亮　

太
】

【
恵　

介
】

【
和　

幸
】

【
侑　

也
】

【
和　

輝
】

【
慎
太
郎
】

【
善　

樹
】

【

翼

】

【
裕　

作
】

【
聡　

太
】

【
祐　

一
】

向
田
本
町

西
開
聞

冷
水

宮
里

宮
崎

宮
崎

勝
目

勝
目

矢
倉

矢
倉

青
山

中
福
良

【

恵

】

【
亮　

太
】

【
敏　

光
】

【
秀　

樹
】

【
隆　

太
】

【
尚　

人
】

【
卓　

也
】

【
健　

太
】

【

祥

】

【

恒

】

【
裕　

貴
】

【
直　

之
】

【
達　

哉
】

【
貢　

太
】

【
貢　

太
】

【
聖　

尉
】

【
竜　

弥
】

【
清　

和
】

【
大　

樹
】

【
慎　

也
】

宮
内

宮
内

宮
内

宮
内

宮
内

宮
内

五
代

五
代

上
川
内

中
郷

中
郷

田
崎

水
引

百
次

百
次

永
利

永
利

永
利

永
利

東
大
小
路

【
聖　

人
】

【
康　

義
】

【
智　

弘
】

【
崇　

史
】

【

諒

】

【
貴　

裕
】

【
耕　

聖
】

【

将

】

【
光　

一
】

【
真　

明
】

【
淳　

哉
】

【
剣　

介
】

【
拓　

眞
】

【
祐　

貴
】

【
英
一
郎
】

【
範　

亮
】

【
真　

梨
】

【
憲　

司
】

【
秀　

平
】

【

亮

】
中
福
良

隈
之
城

隈
之
城

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

横
馬
場

横
馬
場

白
和

天
辰

天
辰

天
辰

中
村

若
葉

大
王

御
陵
下

宮
内

【

97

】

【

74

】

【

84

】

【

82

】

【

94

】

【

102

】

【

90

】

【

59

】

【

86

】

【

39

】
西
向
田

西
向
田

西
開
聞

冷
水

青
山

青
山

中
福
良

中
福
良

中
福
良

隈
之
城

【

88

】

【

96

】

【

68

】

【

102

】

【

57

】

【

96

】

【

95

】

【

74

】

【

90

】

【

90

】

【

88

】

【

90

】

【

92

】

【

91

】

【

90

】
湯
島

永
利

永
利

永
利

永
利

永
利

高
江

田
海

湯
田

中
郷
一
丁
目

市
比
野

市
比
野

市
比
野

市
比
野

塔
之
原

【

93

】

【

59

】

【

18

】

【

96

】

【

94

】

【

90

】

【

97

】

【

70

】

【

99

】

【

90

】

【

48

】

【

83

】

【

89

】

【

70

】

【

70

】

【

69

】
平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

白
和

大
小
路

御
陵
下

御
陵
下

御
陵
下

宮
内

宮
内

上
川
内

田
崎

水
引

【

84

】

【

67

】

【

88

】

【

56

】

【

78

】

【

70

】

【

87

】

【

94

】

【

96

】

【

78

】

【

93

】

【

60

】

【

84

】

【

80

】

【

86

】

【

92

】
浦
之
名

浦
之
名

浦
之
名

浦
之
名

副
田

副
田

斧
渕

南
瀬

南
瀬

山
田

山
田

黒
木

黒
木

下
手

里平
良

藺
牟
田

切り取ってご利用ください。

お便り
募集 ひろば
読者の

　広報室ではお便り、絵手紙、写真などを募集しています。
住所・氏名・年齢・電話番号・ペンネームを明記の上、
はがき・封書・メールで投稿ください。
＊ 文章は、必要に応じて添削する場合があります。
【投稿・問合先】＝本庁広報室内　読者のひろば係

koho@city.satsumasendai.lg.jp

東
郷

祁
答
院

里上
甑

鹿
島

入
来

樋
脇

＊�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
本
庁
市
民
課

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
に
届

け
出（
出
生
・
死
亡
）を
さ
れ
た
方
で
、

広
報
紙
へ
の
掲
載
に
同
意
さ
れ
た
方

の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
地
域
は
、

　
　
　
　

掲
載
対
象
者
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
地
域
は
、

　
　
　
　

掲
載
対
象
者
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■税の納期（７月分）
●固定資産税（２期）
＜納期＞７月31日（水）
●国民健康保険税（１期）
＜納期＞７月31日（水）

市民の皆さんも、耳寄りな情報をお寄せください。

 vol.16

樋
脇

入
来

東
郷

上
甑

川
内

５
月
届
出
分
（
敬
称
略
）
＊
掲
載
同
意
分
の
み

　
　
　
（
氏　

名
）　　

������（
年　

齢
）

お
く
や
み
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公 園に先生と遊びに来ていた園児たちの会話が耳に
入ってきました。２人で足し算をしているようで、

男の子が１＋２は？すると女の子が３と元気よく答えていま
す。しばらくして男の子が４＋３は？と聞くと、女の子は８
との答え。男の子が質問を繰り返しても答えは８。そこへ先
生がやってきて、女の子が「数で遊んでいるの」と話します。
すると男の子は、少し考えてから４＋４は？と女の子に質問。
女の子は指をじっと見つめて答えは正解の８。先生が「お利
口さん」と女の子を褒めました。なんて心優しいやり取りで
しょう。「男の子もお利口さん」と心の中で声を掛けその場を
後にしました。相手への思いやりを小さな先生に思い出させ
てもらえた出来事でした。　　　　　　　　　　　　 (黒木)

先 日、たまたま見掛けた段
ボール箱に妙な親近感を覚

えました。抱えてみてはっきりと
分かりました。自分は双子だった
んだと（笑）。　　　　　　　(山元)

担当者の声

■発　行
薩摩川内市
〒895-8650　鹿児島県薩摩川内市神田町3-22
　　　　　　 �0996（23）5111�� �0996（20）5570
　　　　　　 �0996（22）8115（直通）
　　　　　　��＊音声案内後に内線番号を押してください。
閉庁日および時間外�� �0996（23）5115

■編　集
本庁企画政策部広報室（内線632・633）
koho@city.satsumasendai.lg.jp

■各支所など
樋脇支所　　〒895-1292　樋脇町塔之原1173
　　　　　　� 0996（37）3111��� 0996（37）2252
入来支所　　〒895-1492　入来町浦之名33
　　　　　　� 0996（44）3111��� 0996（44）3117
東郷支所　　〒895-1106　東郷町斧渕362
　　　　　　� 0996（42）1111��� 0996（42）0767
祁答院支所　〒895-1595　祁答院町下手67
　　　　　　� 0996（55）1111��� 0996（55）1021
里支所　　　〒896-1192　里町里1922
　　　　　　� 09969（3）2311��� 09969（3）2912
上甑支所　　〒896-1201　上甑町中甑481-1
　　　　　　� 09969（2）0001��� 09969（2）1490
下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819
　　　　　　� 09969（7）0311��� 09969（7）0753
鹿島支所　　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457-10
　　　　　　� 09969（4）2211��� 09969（4）2672
消防局　　　〒895-0072　中郷町5031-1
　　　　　　� 0996（22）0119��� 0996（20）3430
水道局　　　〒895-0074　原田町22-10
　　　　　　� 0996（20）8500��� 0996（20）8512
■
　
広報電話

0120（894）256
＊�夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報
が電話で確認できます。

■市ホームページ
https://www.city.satsumasendai.lg.jp

やくしょにコール

スマホアプリ｢マチイロ｣で 
市広報紙の配信を始めました。

◎表紙の説明

恐竜化石とともに太古の地球を感じる場所
　今回の表紙には、甑島の鹿島町にある甑ミュージアム恐竜化石
等準備室のアフロベナトルの恐竜レプリカを採用しました。裏
テーマは、「迫り来る！巨大ダイナソー」です。撮影は、特集の中
にも登場している甑はひとつ推進課鹿島駐在の三

み

宅
やけ

優
ゆ か

佳さんと
山
やましただいすけ

下大輔さんが、数日かけてさまざまな角度から繰り返しチャレ
ンジしてくれました。いわば、奇跡の一枚です。
　また、７月号を意味するロゴは、数字を骨で表現してみました。
地層に埋まっている化石のイメージです。今にも動き出しそうな
恐竜を感じて、その足音に耳を澄ましてみてください。

　広報薩摩川内をより身近に提供で
きるように、スマートフォン用アプ
リ｢マチイロ｣による配信を始めまし
た。
　無料アプリをダウンロードして登
録すると、スマートフォンやタブ
レットで、毎月発行される広報薩摩
川内をいつでもどこでも読むことが
できます。また、パソコンでも閲覧
できますので、ぜひご利用ください。

▲ android 版 ▲ iOS 版

【問合先】＝本庁広報室広聴広報Ｇ（内線 633）

献血にご協力ください
「わたしの街から届ける力　あなたの気持ちで救える命」
【時】＝7月25日（木）   9時30分～11時45分
　　　　　　　　　    13時～16時
【所】＝川内文化ホール
【問合先】＝市民健康課予防グループ（川内保健センター内）
　　　　　 （22）8811

薩
摩
川
内
市
神
田
町
３
番
22
号　

　
　
　
　
　
　
　

薩
摩
川
内
市
広
報
室
内

８ ９ ５　８　６ ５　０郵 送 の 際 は
62 円切手を
貼 付 く だ さ
い。

住　
所

氏（
フ
リ
ガ
ナ
）名

電
話
番
号

ペ
ン
ネ
ー
ム

年
齢　
　
　
　
　
歳

　

行

た
ま
に
は
語
ろ
か
い
！

宮
崎
原
自
治
会
７
班
で
、
年
１

回
の
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。
日
頃
会

う
こ
と
が
少
な
い
方
や
子
ど
も
た
ち
も

含
め
36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
囲
ん
で
、
食
べ

た
り
、
飲
ん
だ
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

や
ナ
ン
コ
大
会
を

し
た
り
し
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
で
は
、
一

生
懸
命
さ
が
笑
い

を
誘
い
ま
し
た
。

語
り
合
い
と
笑
い

の
中
で
、
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

（
パ
ク
・
70
歳
）

き
れ
い
に
な
っ
た
春
田
川

私
の
家
の
近
く
に
春
田
川
が
あ

り
、
川
沿
い
は
、
私
の
散
歩
コ
ー
ス
で

す
。
最
近
、
川
の
堆
積
物
が
気
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
私
の
気
持
ち
が
届
い

た
か
の
よ
う
に
、
公
民
館
か
ら
の
回
覧

で
、
春
田
川
の
土
砂
を
取
る
工
事
が
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
以

前
か
ら
、
き
ち
ん
と
計
画
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
し
た
。

　

先
日
、
川
沿
い
に
行
っ
て
み
た
と
こ

ろ
、
土
砂
は
取
り
除
か
れ
、
水
が
よ
ど

み
な
く
流
れ
、
と
て
も
す
っ
き
り
と
し

て
心
地
よ
い
眺
め
で
し
た
。
梅
雨
を
前

に
、
災
害
に
も
備
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
気
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

私
た
ち
は
し
っ
か
り
守
ら
れ
て
い
る
の

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
た
ん
ぽ
ぽ
・
57
歳
）

広
報
薩
摩
川
内
を
読
ん
で

行
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
東
郷
学
園

義
務
教
育
学
校
開
校
の
記
事
を
興
味
深

く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
年
開
催
と
な
る
国

体
ま
で
、
あ
と
５
１
２
日
と
な
り
、
国

体
を
と
て
も
身
近
に
感
じ
、
よ
り
よ
く

盛
り
上
が
る
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

ま
ち
の
話
題
の
国
際
交
流
員
の
交
代

に
つ
い
て
は
、
中
国
と
の
関
係
に
さ
ら

に
大
き
な
光
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

（
お
多
福
・
67
歳
）

題名｢魚さばきや寿司握り体験｣
（上甑・里中学校合同の水産体験学習から）

　今月掲載された方のうち１
人に鷹

たかまる

丸工房の｢たかえび味
噌（プレーン・一味唐辛子）｣
のセットをプレゼント。
　タカエビを味噌でじっくり
煮込んだ、ご飯のお供に最適
な一品です。
　その他、掲載された方には、竹ノー
ト（Ａ５版）をプレゼントします。

今月の プレゼント 

と
っ
て
お
き
の
一
枚

鷹丸工房
（下甑町長浜 157-2）
09969（5）0465 ▲写真はイメージです。

ピカピカの一年生
（白しょうぞくじいちゃん）

結婚・出産・就職時の記念写真や家族で撮った写真
など、皆さんからの投稿をお待ちしています。

【提出・問合先】＝本庁ひとみらい政策課（内線 4741）
　　　　　　　　　�hitomirai@city.satsumasendai.lg.jp

キラリ
　　　　　　　　キラリ
　　　　　　　　キラリ
　　　　　　　　キラリ
　　　　　　　　　　　
　　ひと・みらい　　　
　　ひと・みらい
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KOUKOKU NO HIROBA

広
報

 薩
摩

川
内

　
No.354

令
和
元
年
７
月
10日

号

広　告　の　広　場
【申込・問合先】＝広告代理店：㈱ホープ　 092（716）1404

国産竹 10% の紙を使用しています。


